
『臨海墓誌集録』所収史料から見た新出宋元墓誌の史料的特性

森田 憲司

筆者 は、石刻の中で も墓誌 への関心を最近 強 く している。 それ は、石刻 の史料 と し

て持っ特性 を、墓誌 が とくに強 く有 してい ると感 じるか らである。本稿 では、最近刊

行 され た 『臨海墓誌集録』(馬 曙明、任林豪編 宗教文化出版社2002)を 手が か りと し

て、 この問題 につい て述べてみたい と考 える。 本書には、漸 江省 臨海 市で出土 した墓

誌 が、南宋54件(北 宋以前のものは無 し)、元6件 、明53件 、清1件 、収録 され 、それ

ぞれ について 、改行箇所 を明示 した録 文(簡 体字)を 掲載す るほか 、法量、字数 、「発

見」の経緯 な どにつ いての注記が あ り、一部内容に言及す る注記 もあ る。 ただ し、拓

影 は1枚 も掲 載 されて いない(強 いていえば、趙汝這の墓誌が表紙に使われているのみ)。

注記 を見てい くと、 これ らの墓誌は、近年に 「発見」 された もので、多 くは臨海市の

博物館 にある東湖碑林 に集 め られ ているよ うであ る(D。 ここでは、同書所収 の南宋時

代 の石刻にっいて、「臨海 出土墓誌所収墓誌一 覧」と題 した表 を作成 し、文末に掲載 し

ておいたので、適 宜参照 していただ きたい。 以下で個 々の石刻に言及す る必要の ある

場合 は、 この表の番号 によって表示す るこ ととす る。

さて、石刻史料の特性 として、 同時代性、個別性 とい う2つ の要素 を、筆者 は これ

までか ら指摘 して きた。 同時代性 とは、 石刻史料は原則 としてそ こに文字 が刻 され た

時点、 あるい は立石 され た(墓 誌の場合は埋蔵された)時 点 で、そ の内容 が固定 され る

こ とで ある。 もちろん例外 はい くらで も存在す るが、 これは編纂史料が大部 分を 占め

る中国史の史料 の中では貴重 な特性 である。 また、大部分の石刻が 、個別 問題 に関 し

て、 しか もその現場 で、作成 され た ものであるこ とは、中央 で、 あるいは地 方の官衙

で整理 され た史料 が主 とな りがちな中国 史史料の 中では、 この点 も珍 しい。

そ して、そ こに も う1っ 、「伝存の偶然性 」を付 け加 えるこ とがで きるの ではないだ

ろ うか。言 うまで もない ことだが、公私 の機会 にそれ を文字 に して石 に刻す る とい う

営為 は、 中国 の歴 史の中で連綿 と繰 り返 されて きた。 もしそのすべ てが現存 している

とすれ ば、どの よ うな景観 にな るのか想像す らできない。人が文字 を石 に刻す るのは、

そ のこ とによって永遠 に残 る ことを期待 しての営み ではあるが 、現 実には古代 以来無

数 に営造 され た石刻 の うちで、今 日にそ の情報 が伝 わる もの はきわめてわず かであ る

ことは、言 うまで もない。 さらに、大躍進や 文化大革 命、 さらには近年 の経 済開発 と

い う経過 の中で、清朝 民国時代 の石刻 関係書 に所収 の石刻です ら、現存 しない ものが

圧倒的多数 である。筆者 は、現在拓影 を見る ことのできる元代石刻 の調査 、 目録 化の

作業 を進行 させ てお り、公刊 を予定 しているが、その数 は概数で1,000件 強 であ る、、

元 を約130年 と して、1年 あた り7か ら8件 、おそ らくは10件 には達 しないであ ろ う。

これ を多い と思 うか少ない と思 うかは さてお き、その中に も原 石はす でに この世にな

い もの も多か ろ うか ら、石 に文字 を刻 して後世 に残そ うとした営みの名残 りとしては、

(D『 臨海 文物志』(文 物出版社2005)の 「臨海 文物、博物館 大事記」に よれ ば、臨海 県博物館 展覧

庁 と東湖碑 林が1995年9月 に完成 した とあ り、これ ら(ノ)百刻類はそ こに集 められ ている ようである,

な お、同書には、不鮮明 なが ら拓影が数点掲載 され ている。
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その残存 の割合 の低 さを改めて思 わ ざるをえない。1つ1つ の石刻 が今 日にまで生 き

残 る ことができたについては、撰文 、書丹 、笈額 にあたった人物や、石刻の記述す る

内容 といった、選別の対象 とな るものに よって残 され てきた もの も少 な くなかろ うが、

立地 、大 き さといった、内容 よ りは偶然的 な要素がかかわ ってい るこ との方が多 いの

ではないだろ うか。 ただ し、拓本の場合 は鑑賞 とい う要素が入 るか ら、選別 による伝

存 の度合 いは高 くなろ うし、石刻が石刻書 に収録 され るにあた っては、編者 による選

抜がお こなわれ ているで あろ うことは、言 うまで もない。

すべて の史料 は時 間の中で選別 を経て きてい る。ではなぜ石刻 についてだ け、その

「残 り方」 を問題 にす るのか。 前に述べた よ うに、 中国においては史料のほ とん どは

編纂物で あ り、書物の形 を成すまでにすでに原史料か ら幾度 かの フィル ターを経 てお

り、 さ らにその書物が伝存す る過程での選別 も経てい る。 石刻 史料 と同 じ性格 の内容

を持つ史料群で ある文集所収の碑記墓銘 の類 において も、撰者 自身 の事 後の推 敲は言

うまで もな く、そ の文章が文集 に収録 され る段階での選 別があ り(文 集未収の碑誌が石

刻で見出され るのは珍 しくない)、その文集 が今 日に伝 わ るのは、さらに時代 の選別 を経

た結果 であ る。 これ を上で書いた石刻 が残 るための要素 と比べ る と、石刻 とくに原石

の残存 については、書物 の形 で残 され た史料 よりは偶然性が高い と言 えよ う。

そ して、存 在の偶然性 とい う点にお いて、墓誌 は石刻 の中で も独 自の位置 を 占めて

いる。 それ は、墓誌 が埋蔵 を 目的 として作 られ るのに対 し、碑(か りに墓誌以外の石刻

を一括 してこう呼んでお く)は 、公示のた めに立 て られ る。 したがって、碑 は絶 えず外

部 か らの災厄 に さらされ ている。 これ に対 し、過去 にお いて も今 日にお いても、墓誌

の出現 は開発 な どに ともな う偶然的出土が大部分 を占める(も ちろん盗掘による発見も

無視できないが、これも対象選択の偶然性 とい う点では同じである)。前述 した よ うに、『臨

海墓誌集録』 には所収 の墓誌 が出現 した経緯 が注記 され てお り、表 になるべ く本書 の

表現 に忠実 に要約 してお いたので参照 して いただきたいが、それ によれ ば、一部 の墓

誌 が後喬 によって所蔵 され ていたのを除 けば、工事 な どの際 に発見 され たか 、民 間に

蔵 され ていたかが、 ほ とん どである。後者 も文物 と しての所蔵 ではな く、石材(門 、

柱の礎石、洗濯板、蓋などなど)と しての使用 のためであ ることは想像 に難 くない。 と

い うこ とは、 これ らの墓誌の現存は、上 に書いた よ うな伝世の石刻 以上 に、特段の選

別 を経 るこ とのない、偶然の産物で ある とい うこ とがで きるのであ る。 残念なが ら、

『新 中国出土墓誌』 をは じめ として、多 くの石刻史料集 では出土地は書かれていて も

その経緯は書かれていないが、それ らに所 収の墓誌 で も、事 は同様 であ ろ う(2)。

これ を言い換 える と、対象、関係 者 とい う面か ら考 えて、 これ までの文集所収の碑

誌や石刻書所収の もの、 さ らには伝 世の もの を含めた石刻史料 に比 して、 これ ら新出

墓誌は、 よ り 「遍在性」 を有す る と言 うこ とがで きるのであ る。 つま り、過 去に無数

に作 られ続 けてきた墓誌の うちの どれが出土 して くるかは、全 くの偶然 にす ぎない と

い うこ とは、 出土墓誌 は、墓誌 とい う集合か らランダムに抽出 されたサ ンプルであ る

とい うこ とになるので あ り(あ くまでもこれは比喩で、清朝以来すでに開発が進んでしまっ

ている地域か否かとか、現時点での開発の進行の違い、などによる差異が生 じることは言 うま

ω 本書のよ うに石刻の出十事情を詳 しく述べる文献 として、筆者の知るものには、『済南歴代墓誌銘』

(黄河出版社 可愛的済南叢書2002)が ある。
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でもない)、 少な くとも墓誌 を残す ことのできた社会集団 については、史料 が遍在 して

くれ ている ことが期待で きるので ある。 そ して、墓誌 については、墓碑 で存在す るよ

うな制度上 の規制の存在 を筆者は知 らない。 臨海 の場合、一覧表 を見ていただ けれ ば

わか るよ うに、無官 の者の墓誌が少な くない ことか ら考 えて、在地の士大夫層のか な

り広い部分が 、墓誌 を残 していた と考 えていいのであ り、それ らの墓誌 が、臨海 とい

う地域の範 囲 の中で はあって も、「遍在 的」に我々の前 に姿をあ らわ して くれ てい るの

であ る。地域社会 の指導層 の断面が姿をあ らわ してい る と言 って もい いか も しれ ない。

臨海 の場合で、墓誌 を残 した人 々について も う少 し具体的に見てみ よ う。 社会的階

層 が高い グループ と しては、『諸蕃志』の撰者 趙汝這をは じめ とす る宗室 とその夫人の

墓誌4件(30～33)や 、実質的な南宋の滅 亡で ある臨安の陥落に際 して、幼帝 を とも

なってモ ンゴル軍に下 った皇太后(理 宗の皇后)謝 氏 が臨海 の出身 であ り、その一族の

墓誌 が3件(42、43、44)、 『宋史』に立伝 されてい る人物またはその夫人 ものが3件

(1、2、3)含 まれ ている。その一方で、本人は官 を有 していた ことが確認 で きない人

物 またはその夫人の ものが、26件 と過 半数 にのぼ るので ある。後述す るよ うに文 中に

官 を書 さない場合 もある し、祖父、父、 あるいは子、 さ らには夫人の尊属が官 を有す

るものが多 く、いわ ゆる 「三代不仕」の問題 とは直結 しないが、 こ うした出土墓誌群

が、地域社会 にお ける知識人(あ るいは中下層+大 夫)に つ いて考え るための具体例 を

提供 して くれ る史料群なのであ ることは、おわか りいただけ るのではないだ ろ うか。

この問題 に関連 して さ らに注 目すべ きことは、開発に ともな う出土が多い故 に、 同一

家族、 とくに夫婦 の墓誌 が一緒 に出現す る場合 が少 な くない ことで、『臨海墓誌集録』

では、夫婦7組(3・4、7・8、31・32、34・35)、 親子4組(18・19、19・35、34・36、50・51)

が見出 され(3)、夫婦 と子供、先妻 と継 妻 とい った組み合わせ もある。宋代 の士大夫官

僚の家 とその継続 性 については、周藤 吉之氏の 『宋 代官僚制 と大土地所 有』 以来、戦

後の我が国の宋代史学界で しば しば論 じられて きた ところであ るが、 これ らの墓誌は

それ らについての好史料 とい えよ う。『臨海墓誌集録』所収 の墓誌 の対象にな った人 々

や その 「家」 にかかわ る問題 については、別途文章を用意す ることに してい る。

それ と ともに、新 出史料 としての魅力が墓誌 には ある。 少な くとも宋元以前 の時代

に関 して、新たな典籍史料が紹介 され るこ とは絶 えて久 しい。 韓国 にお ける 『至正條

格』 の出現が研究者の関心 を強 くひ くのは、その史料的価値 にあるこ とは言 うまで も

ない と して、やは り久 々の 「新」史料で ある とい うところに あるで あろ う。それ に対

し、昨今の 中国 においては、経済開発や社会の改革開放の結果 として、新た に紹介 さ

れ る石刻が決 して少 な くない こ とは、筆者が元代北京 にかかわ る石刻 について作成 し

た書誌 にその一端 を見る ことができ よ うω。交通 の進展や 社会 の変化 で これ まで知 ら

れてい なか った碑刻が 「発見」 され るこ とは珍 しい話ではな く、近年で は 日本 の研 究

者 によって紹介 され た例 もあるこ とは、これ をお読み のみ な さんな らご存知 であろ う。

しか し、出土石刻 に比べれ ば、その数 はず っ と少 ない。そ して、出土石刻の うちには、

(:t)この他 に
、11、29、40は 、夫妻のた めの墓誌であ る。

(U森 田 「北京地 区におけ る元朝石刻σ)現況 と文献」(科 学研究費基盤研究Br碑 刻 等 史料の総合的分

析 によるモ ンゴル帝国 ・元朝の政治 ・経済 システムび)基礎的研究」報告書2002)
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一般 的な碑 記の類が ないわけではないが(5)
、そ の大多数が墓誌で あるこ とは言 うまで

もない。 また、今後 も 「新出石刻 」の多 くを墓誌 が 占め るであろ うことは、想像 に難

くない。 とすれば、墓誌、 とくに新 出の墓誌 についての史料 的な特性 と限界について

考 えてお くことは無駄ではないであろ う。

しか しなが ら、宋 元の新出墓誌 については、唐 代あ るいはそれ以前 の墓誌 が洛陽を

中心に これ までに数千点が紹 介 され ているの と、かな り状況 を異 にす る。 臨海 一市で

これ だけの墓誌 の出土があ ることを考 えれ ば、国家事 業 としてお こなわれ ている 『新

中国出土墓誌』 にお ける宋元墓誌 の掲載数 は、 あま りにも少 ない(6)。そ して、唐 代の

墓誌 については、拓影 、録 文 ともに各種 の出版物 があるが、宋元 につ いては、そ うし

た ものを知 らない。 強いて言 えば 『北宋皇 陵』 であろ うか。 こ うした史料状況に ある

につ いては、そ こになん らかの価値判断 が存在す るのであろ う。出土数が多す ぎる と

い うことがあるのか もしれ ないが、宋代以降 の墓誌 に対す る文物 としての評価 が低い

とも考 え られ る。 さかのぼれ ば、伝統的 な石刻学 の中でも、宋元墓誌への関心は あま

り高 くなか ったよ うで、清朝以来の石刻書の 中でも、登載 されてい る墓誌の数は決 し

て多 くない。 た とえば、臨海 を対象 に含む 、『両漸 金石志』(道 光4年)で は墓誌 は4、

『台州金石録』(民国3年)で は13と 、対象 とす る地域 がよ り広 い ことを考 えれ ば、い

ずれ も本書 と比べ てかな り少 ない。 ちなみ に 『台州金石録』所載の南宋石刻 は全部 で

85件 で ある。た しか にダム建設や道路工事 な どの近代的工事に よる破壊 の大規模 化に

よって 、近時 に大量 の出現が あった とい うこ とも背景 にあるにはあ ろ うが、前代 によ

り多 くの墓誌が見 出 されてい なか った とは考 えづ らい。 後論す るよ うな墓誌 の持っ史

料 としての限界、つ ま りは魅力の小 ささや、墓室内に埋蔵 されてい るとい うこ とに由

来す る宗教的 な感覚 な ども反 映 してい るのか も しれ ない。

そ の一方 で 、本書 や温州 にお け る 『温 州 文管委蔵 石孜 』(温 州区文物管理委員会編

1961)の 存在や 、文物 関係 の規 定か らもわか るよ うに、各行政 単位 の文物管理委員会

レベ ルでは、 当然の こ となが ら、新 出石刻 について、採拓 、記録 がな されてい るはず

であ り、それへのアプ ローチが今 後の課題 とな ろ う。 日本 に在 る我 々 と してでき るこ

とは、それぞれ が関係 を有す る中国各地の単位か らの現地情報 を招来 し、それ を蓄積 、

共有 してい くこ とではないだ ろ うか。 なお、北京周辺 の開発 に ともない、遼金 の墓誌

の出土 もかな り増加 してい る。 遼 について は、『遼代石刻 文』(向 南著 河北教育出版社

1995)が 、か な りカバー してお り、それ をみて も新 出墓誌 が少 な くな く、典籍 史料 の

けっ して多 くはない遼金時代 史研 究においては、新 出墓誌 の持っ情報へ の期待 は さら

に大きい。

さて、 この よ うに史料の特性 に基づ く利用 の可能性へ の期待 が存在す る一方 で、墓

(5)松 田孝一 「北京の元代石刻 ～その残 り方～」(『13
,14世 紀 東アジア史料通信』12004)、 森

田 「昌平訪碑記」(『13,14世 紀 東 アジア史料通信』52005)な どで、そ うした例が紹介 されて

いる。

㈹ 唐代に比 して宋元の墓誌の数が少ない ことは、すでに葉昌熾が 『語石』 において、 「宋元声価 、自

不敵唐碑之重。然得唐碑易、得宋碑難 」(巻2・ 宋元碑難得)と か、「宋墓誌 新旧出土者、視唐誌不過

十之一。元又不逮宋 之半、佳刻絶少」(巻4・ 墓誌)と 述べ てお り、清朝時代か らの現象で あった よ

うだ。 また、中国にお ける墓誌 の整理 出版 につ いて は、任肪 「集新出墓誌之大成 展伝統文化之精

華 一 《新 中国出土墓誌》整理 工作的回顧与前謄」(『中国文物報』2005年7月13日)参 照。
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誌 史料 には、墓誌 史料 な りの限界 とい うものが ある。 これ につ いて も、確認 してお く

必要があるであろ う。や は り、後掲 の表 を手がか りとす る。

その1つ は、文章 の短 さと類型化 である。墓誌 の文章が類型的 であ り、字数 に比 し

て含 まれ ている情報 の量 が少 ない ことは、石刻史料 を扱 うもの であれ ば誰で も経験す

る ところであるが、『臨海墓誌集録』の多 くを占め、筆者 としては内容的に注 目したい

中下層士大夫家族 にかかわる墓誌 にお いて は、 とくにそ うした 問題が大 きい。表 に各

墓誌の概算 の字数 を載せ ておいたが(こ の宇数は本書が注記する墓誌の行数と行の字数を

掛け合わせたもので、表敬のための改行などは反映 されていないから、実数はこれより少ない)、

それ を見れ ば、1,000字 を越 え るものは、わず か2つ(3、49)で あ り、200字 以下の

もの さえ少 な くない。 このよ うに、本書所収の墓誌の字数は少 な く、その こ とは、当

然の こ となが ら与 えて くれ る情報量 に反映す る。本書 に墓誌 が収 め られてい る人物 の

うち、鹿 　の祖父鹿何 、父鹿 昌運の墓誌が 『両漸金石志』の巻10、11、 あるいは 『台

州金石録』の巻8、9に 収 め られ てい るが、それ らを概算す ると、約2,900字 と1,300

字で、いずれ も 『臨海墓誌集録』の墓誌 と比べ ると長文であ る。何 が朝奉郎、 昌運が

朝散郎 と、れ っき と した官 品を有す る人物 であるか ら、当然 とい えば当然ではあ る し、

その故に こそ、『両漸金石志』が、鹿 氏関係 石刻の うちで この2件 のみを収録 した可能

性 もある。 も う一方の記述の類型性 については、改 めて言 うまで もないであ ろ う。 こ

のよ うな史料か らどれだ けの情報が読み取れ るのか と考 えると、史料 としての これ ら

の墓誌にあ ま り関心が寄せ られて こなか った として も、いた し方のない こ とか も しれ

ない。

また、石刻史料の持つ 同時代性か ら生 じる限 界 もある。 すなわ ち、本人の履歴 にっ

いて は当然の こ となが ら完結 してい るが、夫や子、孫 については、い まだ官途 の途 中

であ る場合が少 な くな く、墓誌の記述か らだ けで官僚 としての彼 らについて論 じるに

は危険が ある とい う問題で ある。 これ も本書か ら例 を挙げ るな らば、父王望之 の墓誌

であ る3で は 「未仕」 として登場す る王鉛が、母の墓誌であ る4で は朝奉郎 として撰

者にな り、『両漸金石志』所収の子の王栓の墓誌 では朝議 大夫直秘閣太府卿 とな ってい

る。 当た り前の こ とで あるが、墓誌 に見 える卑属の官品は、その人物の最終的 な もの

ではないわ けで、 も し3や4し か残 っていな ければ、我 々は王鉱について、判断 を誤

るこ とにな る。 この こ とは官僚の家系問題 を考 えるための史料 と しての墓誌の利用 に

限界があ るこ とを示す。ただ し、多 くの地方志や石刻書の利 用が容易 にな り、 さらに

は記事の検 索が可能 なものが増加 して きた現在では、 この種の文献の題名的 な部分 の

利用の利 便性 が拡大 してお り、人物調査のた めの環境は大 きく変わ りつつ あるか ら、

従前 よ りは状況はかな り前進 して きてい るとは言 える。

そ して、石刻史料 を取 り扱 うときに もう1つ 注意すべ きは、執筆者 、丹書 ・_o者 と

い うものの存在で ある。それ を どの よ うな 人物 に依頼す るか、 あるい は され るか とい

うこ との 中か らも社会 関係 の一端が見 出 され るこ と、 また、知識人た ちに とって、そ

うした営為 をお こな うこ ともまた社会的活動の1つ であ り、"書 く一書 いて もら う"の

関係へ の注 目は石刻研 究にお ける重要 な課題で あるこ とは、 これ まで も筆者 は指摘 し

てきた ところである(7)。しか し、本書所収 の墓誌の場合、「夫嚢 陽王奉世志 」(5)、 「孤

の 森田 『元代知識 人と地域社会』(汲 古書院XOO4)第7章 ほか参照
。
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子応龍泣血謹 志」(13)、 「孝 男祖烈泣血 百拝謹書」(35)、 といったよ うな表現 がな され

てお り、子や夫 が誌 文を記 した とされ ている ものが多 い。一覧表 では、「志者 」とい う

項 目を設 けて表 示 してい るので参照 していただ きたい(表 の空欄は不明もしくは第三者

による撰文)。 つ ま り、 ここでは上で述 べた よ うな"依 頼す る一 され る"の 関係 が成立

していない。 この ことをど う理解す るのか。他者 に依頼す るだけの人脈や社会 的つな

が り(当 世風に言えばネッ トワーク)を 持 たない と理解す るのか、墓誌 の義例 として、

実際には執筆 していな くて もこのよ うな形 を とることがあるのであろ うか。依頼 関係

をめ ぐっては、む しろ 「填誰 」 として名 を挙 げ られ ている族外 の人物 について 目を向

け るべきか も しれ ない。 また、上 の例 に も見 られ るよ うに、こ うした場合 には官 を称

さないので、官僚 と しての地位 の継続性 につ いて考 える場合 には注意が必要で ある。

なお、墓誌 の義例に関わ る問題 として、『臨海墓誌集録』収録の墓誌 には銘 を有す る

ものがない ことも気 になる。 これ は、墓誌 の短 さとも関係す るか も しれ ない。墓誌 を

作 った階層 に起 因す るとか地域 的な慣習 の問題 といった可能性 はす ぐ思 い浮 かぶ が、

はっき りした答 を用意 できているわけではない。上 に挙げた家族に よる撰文 、 どのよ

うな人 に填諦 を依頼す るのか といった こと、そ してこの銘 の有無な ど、撰誌 にあたっ

ての義例 の問題抜 きに墓誌 を正 しく利用す る ことは難 しい。 これ は墓誌 に限 らな いこ

とだが、石刻研 究にあたっては、それぞれ の石刻 の種類に応 じた義例 についての基礎

知識 が必要 にな るに もかかわ らず 、我 々の世代 では、少 なくとも私には、そ うい った

方面の知識 が、まった く欠 けている。石刻研究 が真 に石刻研 究 とな るには、そ うした

知識 の蓄 積 もまた必 要であろ う。『石刻史料新編』には、金石類義例之属 の書物 があま

り収録 され ていないのはた しかだが、他 の叢書 に所収 の書物 もあ り、不勉強 を恥 じる

しかない(8)。

本書所収 の墓誌 の多 くを 占めている在地 の中下層士大夫の墓誌 は、おそ らく他 の地

域 で も同様 に出土 してい るはず であ り、よ り多 くの事例 を収集 、検討 す ることが問題

の解決 には不可欠 と考 える。 陳西や 山西 では地 区単位 での石刻史料集 が刊行 されてい

ることは、 よく知 られてい るところだが、 とくに江南 については、文献が少 ない。上

に も書いた ことであ るが、本誌 をお読み の方 々で、 こ うした地域 レベル の石刻史料 に

ついて ご存 知の方があれ ば、ぜ ひ情報 をお寄せ いただきたい。

(も りた けん じ 奈 良大学)

本稿 は、科学研 究費特 定領域研 究A「 東 アジアの海域交流 と日本伝統 文化 の形

成 」AO1-02「 中国科挙制度か らみた寧 波士人社会 の形成 と展 開」(研 究代表者近

.,成 氏)の 、平成17年 度 にお ける成果 の一部で あ り、2006年3月11日 に東

京外国語大学ア ジアア フ リカ言語 文化研 究所 で開かれ た、同研 究班 と遼金 西夏

史研 究会 との合同研 究会において 口頭 発表 した ものであ る。 当 日参加 され た諸

氏の ご意 見によって教示 された箇所 も少な くない。感 謝 申 し上げ る。 内容的に

関係 が深いた め、本誌 に発 表 させ ていただ くことと した。

(8)ち な みに、『金石 三例』 は国学基本叢書 に収 め られてい る し、四庫全書 にも義例の書が収め られ て

いる。
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臨海出土墓誌所収墓誌一覧

臨海墓志題名 作成年 本人 ・夫官 品 字数 志者 発見状況 原本頁と参照事項

1 曹助妻王氏墓志 紹 興24/1154 保信軍承宣使 91 夫
出文革時張家渡鎮大墓村被村民発掘,現
尚該処

2P,宋 史379

2 棊崇礼墓志銘 不明 不明 墓在城南郷東山,此残石在附近一縛瓦窯 3p,残 石,宋 史378

3 王之望墓志 乾道7/1171
資政殿大学士開
国伯

2419 子 2000年 徴集干小渓郷白岩塁 4P,宋 史372

4 王之望妾[]氏 墳志 不明 同上 255 子 1990年訪 見干小渓郷廟前村項文喜家
9p,損 縛 泥 時摩 滅,3で は 未

仕 の銀 が 朝 奉郎

5 王奉世妻盧氏墳志 紹 定2/1229 な し X44 夫 出小渓郷白岩器村,原蔵農民周選長家 lOp

6 王鼎臣墓志 開慶 元/1259 な し 28G 兄 原 蔵 白岩....LYA農民 播 雨 通 家 11p,3の 曾 孫

7 余喚墓志 慶 元6/1200 校 尉(買 官?) 522 子
其墓初1993年3月 被盗,志石移蔵干橋頭

村余氏後喬余国堅家
12P

8 余喚妻何氏墓志 紹 煕4/1193 不明 208 其墓初1993年3月 被盗,志石移蔵干橋頭
村余氏後商余国堅家

14p

9 謝坦然妻宋氏墓志 嘉泰2/1202 承事郎 63 城南郷大嶺頭 15p

10 謝嘩墓志 嘉泰4/1204
将 仕 郎(女 兆興 の

恩)
475 子 1990年徴干沢橋鎮光明村村委会 16p,1桀 甫 と は6代 肖fTに男1財しる

11 王研藍妻萢氏墳志 嘉泰4/1204 な し 156 子
2000年 出十 干臨海 西郷 留 賢 新堂 山(因

炸 岩 暴露)
18P,王 象 祖 が叔 父

12 王玲継室張氏塘志 嘉泰4/1204 な し 3?0 子 同上 19p

13 陳椿墓志 開禧 元/1205 な し 408 子
志石原在小渓郷張家審王来福家,被作為
柱礎基石.今年折屋重建,重新出土

20p

14 朱増墳志 開禧2/1206 な し 190 子
1989年 村 民蒋 通 広 在此 控 土皮平 整 屋基,発

現 朱 墓
22p

15 朱増妻萢氏墳志 紹 定2/1229 な し 180 子
1989年村民蒋通広在此控披平整屋基,発
現朱墓

23p,11の メィ

16 姜圓墳志 嘉 定5/1212
文林郎(郊 祀
恩)

476 子 原蔵士敦頭農民謝庭壽家 24P

17 謝開墓志 嘉 定6/1213 な し 550 子 原置干田洋村愈良桂家後門口
()

Vu

18 応訥墳記 嘉定6/1213 な し(無 成) 384 出嶺外郷
28p,築 額 に は進 士 だが,本 文

で は 「無 成 」,19宏 甫 のr

19 応宏甫継妻牟氏墳志 嘉定以降 泰州助教 子 出臨海大田鎮柘渓頭 29p,娘 は35で,34鹿1の 妻

20 (侠名)墳 志 庚寅 不明 訪見干城南特産場一小渓辺 30P,断 片

21 徐邦用墓志 嘉定8/1215 監衡岳(恩) 336 子
1980年 朱万栄建房掘基時発現,両年後堺

墓時始見墓誌
31p

`'2
陳容墳志 嘉 定10/1217 待補国学 234

_,
r 原蔵田洋村農民徐済敏家 33P,進 士(築 額)

23 陳容墓志銘 嘉 定10/1217 待補国学 43" 原蔵田川村農民五家善家
34P,こ 亡ブドリ1こ1』よ迂茎 七(ノ)表 王見ノC

し

24 陶験墳志 嘉 定13/1220 処士 19? 子 1980年 代 従箸 渓IL」掘 得 36p

25 陶験妻包氏壌志 端 平 元/1234
文 中 に夫 は進i=

とあ り

`'60
婿 1980年 代 従箸 渓!⊥」掘 得 37P

26 揚彦通墳志 嘉 定1}/1221 辟駐泊 goo ユ970年 代 出城 東 郷藥 嶺 38p

27 揚彦通妻林氏墓志 嘉 定11/1218 u1 同 一ヒ 40P

28 陳鉛妻窟氏墳志 宝慶2/1226 辟幕府 589 イ至婿 原蔵小渓郷白岩落村播汝龍家 llp

29 胡.`..妻 黄 氏 塘 志 紹 定3/1230? な し 494 鍔
1991年 出 土 干 大田 区 下安郷 泄 下荘 山頭

(農民 発 見)
43P

30 趙汝適墳志 宝慶4/1228?
ノー⊥つ 　⊥,

示至 756 子 出嶺外郷嶺外村北,原蔵銭元璋家 45P

31 趙彦煕墳志 端 平元/1234
声⊥っ戸 一,示 至

408 子 出渓 口郷馬里,原蔵徐伝根家 47P

32 趙彦煕妻陶氏墓志 淳 祐12/1252
　一しフー⊥叩示 至

330 子 出渓口郷馬塁,原蔵農民葛岳運家 48P

33 趙汝愈妻揚氏墓志銘 ? 宗室 徴集訪見干城南特産場盧秀義家 49p,下 藏 右面 欠

34 鹿　墳志 嘉 煕元/1237 奉議郎浦城知県 '20 子 出干白竹塞里,文革時生産隊平整晒場発
現二志

alp

35 鹿　妻応次昭塘志 嘉 煕元/1237 396 ア 出干白竹果里,文革時生産隊平整晒場発
現二志

52P,19応 氏 の 娘

36 鹿祖烈墳記 淳 祐9/1249 な し(不 中) 336 子 出嶺外郷,原蔵西渓鹿氏後喬鹿洪洲家
54p,34鹿 癒 の 子,妻 ほ 進

士1の 女

37 李灼然墓志 淳 祐4/1244
進 士(慶 元2),従

事郎
1y?'.' 弟 文革後期出土ゴ搬江市楊司郷謝楊村 55p,断 月
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臨海墓志題名 作成年 本 人 ・夫官 品 字数 志者 発見状況 原本頁と参照事項

38 余藩妻何氏墳志 淳 祐5/1245 な し 220 夫
出小芝郷虎桓頭,70年 代修水庫時発現,
原蔵余匡飛家

56p

39 董亨復墳志 淳祐6/1246
進 士(嘉 定7),朝

奉大 夫
760 子 2001年 郡家 渡 東 山発 現 57p

40 周希祖盤妻任氏墳志 淳 祐7/1247 処士(笈 額) 621 子
1970年 代上{暴 布山麓小水電立占工地上

発現
59p

41 陳文広墳志 淳 祐11/1251 な し(辞 恩) ・i 子 出嶺外郷 61p

42 謝変久妻呉氏墳志 宝祐2/1254? 不明 192 夫 出大田鎮下西山 62p,理 宗 謝 皇后 の 一族

43 謝変進生母葉氏墓志 宝 祐3/1255? 保康節度使 240 子 原在西郊郷渓頭坊李方賢家 63p,理 宗 謝 皇后 の 一族

44 謝渠伯重葬墓志 庚 辰(1280?) 不明 252 族内
志原在郷(西 郊郷)衛 生院,被用作切藥

刀座
64p,断 片,理 宗謝 皇后 の 一族

45 章穂妻膠洞真墓志 宝 祐2/1254 不明 570 契僅
1984年 初漸江省第六地質隊在西郊郷車

門橋建房時発現
65p

46 揚輝墳志 宝 祐2/1254 な し 966 子
1985年6月 発現干双港郷前園後塘王克田
家

67p

47 張皓妻何氏墳志 宝 祐4/1256 なし 160 夫 1987年 出土干椒江市鳳鳳山山麓 69p

48
口尚綱先生妻李氏墳

志
景 定4/1263 不明

1983年 渓路郷文塞村殿山脚発現,原蔵塔

湾挑芝蓮家
70p,志 石 多塊,下 欠

49 鄭雄飛歳月記 景 定5/1264
進 士(端 平2),

通議 大夫
2220 子 出城南郷 71p,紹 興 知府,戸 部 侍 郎

50 黄之奇墳志 成 淳5/1269 な し 475 子
2001年12.月 出土 干連 盤 郷矢佳渓 墾埠 黄 泥

山頭 村,因 村 内 拡 建道 路発 現
75p,51処 恭 の 父

51 黄処恭墳志
至 元28/1291

(成 淳8卒)
な し it 子

70年代出土干連盤郷肯埠黄泥山頭村安

山,石被一村民当作姜奮蓋板
77p,50之 奇 の 子

52 李舜瑛妻董氏墓志 威 淳7/1271 な し 60 夫
1986年10月17日 機 械 廠 干廠 後 山城 上 拡

建廠 房 時,在 地 下2m処 掘 得
79p

53 章飛卿墳志 威 淳8/1272 進 士,不 明 子 1985年2,月 従 大 田鎮 双 山徴 集 80p,下 戴 断 失

54 杜文甫墳志 至 元29/1292? 奉議郎? 子
70年代出干大田郷方家弄,出土後層層剥

裂
Slp,残3/1

*誌 名 は本 書 の表 記 に よ る

**表 の 「な し」 は、名 あ りて官 ・職 の記 事 な し、 「不 明」 は 名前 な し

***地 名 の臨 海市 は 略
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